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▲図１３：ＰＴＣＡ前後の冠循環、心筋代謝の変化。
ＡＰＳＴ＝atrialpacingstresstest，ＧＣＶＦ＝greatcardiac
venousflow，Ｒ－ＡＶＯ２＝regionalarterialvenousoxygen
difference,Ｒ－ＬＵ＝regionallactateuptake
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▲図１４：ニトログリセリン舌下前後での運動耐容時間と
大心静脈血流量の増加率一側副血行路の有無に
よる比較一
８
の増加率も有意に大であった。
３）心筋代謝の測定
冠静脈カテーテル法による冠血流測定の最大の
利点は、血流測定と同時に冠静脈血が採血できる
ため、心筋代謝動態が観察しうることである。
臨床的にはdoubleproductなどの血行動態指標
から心筋酸素消費量が推察されることが多いが、
カテーテル法では、得られた冠静脈洞酸素飽和率
から冠動静脈酸素較差を求め、これに冠静脈血流
量を乗ずることによって実際の心筋酸素消費量を
算出することができる。
心筋酸素消費量(ml/min)＝
冠動静脈酸素較差(ｍＩ/dl）
×冠静脈血流量(ml/ｍin）
÷１００
冠動静脈酸素較差(ml/dl)＝
（Sa-Sv)÷100×１．３４×Ｈｂ
Ｓａ：大動脈血中酸素飽和度(%）
Ｓｖ：冠静脈血中酸素飽和度(%）
Ｈｂ：血中へモグロビン濃度(mg/dl）
心筋虚血時には好気的解糖系が作動しなくなり、
嫌気的解糖系のみとなるため心筋細胞内に乳酸が
蓄積し冠静脈へ流出してくる。従って、冠静脈で
の乳酸値の変動から心筋虚血を直接的に検出でき
る。一般的には、心筋乳酸摂取率(LER),心筋乳
酸摂取量(LU)がよく用いられる。
ＬＥＲ(%)＝(La-Lv)/Ｌａ
Ｌｕ(mg/ｍin)＝(La-Lv)×Ｆ÷100
Ｌａ：大動脈血中乳酸値(､g/ｄＤ
Ｌｖ：冠静脈血中乳酸値(､g/dl）
Ｆ：冠静脈血流量(ml/、in）
図７に、冠静脈洞血より求めた心筋代謝指標で
ある心筋乳酸摂取率，心筋乳酸摂取量，冠動静脈
酸素較差と大心静脈血より求めた左室前壁部の心
筋代謝指標である局所心筋乳酸摂取率，局所心筋
乳酸摂取量，局所冠動静脈酸素較差の健常者にお
ける値を示した。図1３（②，③）は、ＰＴＣＡ前
後の最大ペーシング負荷時の局所乳酸摂取率と局
所冠動静脈酸素較差を示したものである。ＰＴＣＡ
後は図に示すように、乳酸産生から乳酸摂取へと
変化し、局所冠動静脈酸素較差も縮小した。即ち
PTCA前に最大ペーシング負荷で惹起された心
筋虚血がＰＴＣＡ施行後回避され、冠予備の増大
が示された。
や、熱希釈法にともなう測定値の誤差などに問題
があるが、比較的安価で、容易に連続測定や反復
測定ができ、さらに心筋代謝動態も観察可能であ
ることから、今後臨床の場でますます汎用される
ものと思われる。
また最近、冠静脈カテーテル法を応用して、心
筋保護を目的とした間欠的冠静脈洞閉塞や逆行性
灌流が試みられており今後治療法としても期待さ
れる領域である。
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〔まとめ〕
カテーテル法による冠静脈血流量の測定は、何れ
の領域の心筋血流量を反映しているのか暖昧な点
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